
球磨川流域の復旧・復興に向けた取組み Vol.９５

令和７年６月２日

災害に備え復興をイメージトレーニングする「復興事前準備」の職員向け研修を行いました

豪雨災害で被災した方の住まいを確保するため、東校区地区で工事を進めていた災害公営住宅が完成し、２月２８日に落成式
を開催しました。３月から入居が始まっています。
同住宅は九日町と大工町の２棟、合計４４戸の部屋を備えた鉄筋コンクリート５階建ての団地となりました。浸水対策として
１階はピロティ、２階から住居となっており、屋上に太陽光発電を設置し、災害時の電力供給にも備えています。

問合せ先 人吉市復興支援課
電話：２２-２１１１(内線３１１５）

▲道路沿いのふれあい広場は団地住民と地域住民が交流する空間で、
段差をなくすなどユニバーサルデザインとなっています。防災対応
ベンチを設置し、非常時の炊き出しに使用できます。

▲２棟に分けることで建物のボ
リュームを抑え、落ち着いた色で景
観に配慮しています。

市では、平時から災害を想定し、被災後の復興に向
けた準備をしておく「復興事前準備」として職員向け
研修を２月１８日に実施しました。この取組は大規模
災害への備えの一つとして全国的に注目されており、
熊本県内の自治体では相良村、南阿蘇村に続き３例目
となりました。
研修には令和２年７月豪雨での災害対応を経験した

中堅職員、被災後に入庁した若手職員ら合せて約３０
人が参加。東間校区と大畑校区が地震で被災したと想
定し、チームに分かれて復興に必要な業務やスケ
ジュールを検討し、復興計画策定までの流れのイメー
ジトレーニング等を行いました。

東校区の災害公営住宅が完成しました

問合せ先 人吉市住宅政策課
電話：２２-２１１１(内線２２３７）

▲被災地図を見ながら地域の特性や、
当時の被災者の声、復興が完了する１
０年後の社会の変化も見据えて、目指
すべき復興の姿を描きました。

▲被災前から備えることができる取組
についてもアイデアを共有しました。
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令和７年６月２日

「人吉市まちなかグランドデザイン推進アクションプラン」を策定しました

市では、豪雨災害で被害が大きかった「まちなか」（中心市街地地区、青井地区、麓・老神地区）
が目指す姿を形にしていくための具体的なアイデア集である「人吉市まちなかグランドデザイン推進
アクションプラン」を、３月に策定しました。
このプランは、市民の皆さんとの合同意見交換会（１２月）や、事業者の皆さんとの担い手ワーク

ショップ（１、２月）等での議論を取りまとめて完成したものです。

問合せ先 人吉市復興支援課
電話：２２-２１１１(内線３１１５）

◀人吉市まちなかグランドデザイン推進ア
クションプランはこちらをご覧ください

３月１５日にカルチャーパレス小ホールで行
われた「人吉市復興まちづくりまちなかフォー
ラム」では、景観づくりや交通、情報発信など
の考え方や、青井阿蘇神社や中川原公園等の１
０か所の拠点の将来イメージを示しました。
また令和７年度に予定している社会実験とし

て、行政のハード整備や、民間の方による企画
案を紹介し、集まった約１５０人の市民の皆さ
んと、人吉市の将来像について共有しました。

◀１月１５日に開催した
担い手ワークショップの
第１段階。まちの担い手
となりたい市民や事業者
の皆さんに参加いただき、
実施エリアや自分の役割
などを発表。

◀２月１２・１３日に
開催した第２段階では、
第１段階で出たアイデ
アを基に、具体的な社
会実験やその後の事業
化に向けて議論を行い
ました。

◀社会実験の企画アイデアを持つ民間の担い手
３人の方に登壇いただいたクロストーク。まち
なかでやりたい企画や、まちづくりへの思いを
語っていただきました。
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令和７年６月２日

市内各所で社会実験を行いました

「社会実験」とは、アクションプランが目指す将来像を期間限定で事前に実施し、体験することで、今後の方向性を探り、
検証するものです。検証結果や皆さんからのアンケートを基に、将来の事業や活動の内容、公共空間の使い方などに反映して
いきます。
引き続き、令和７年度もこのような社会実験を行っていきますので、ぜひご参加ください。

人吉駅前エリアの活用や、夜間景観の
方向性について検証する社会実験として、
２～３月に行われたＳＬ人吉のライト
アップ。２月１２日に点灯式を行い、
「朝日」「夕焼け」「宵の口」をイメー
ジした３種類の照明が順番にＳＬを照ら
しました。

３月に行われた、中心市街地の空き地などの利活用や整備の方向性を探るための社会実
験「HITONOWA GREEN UGUISU」（ヒトノワ・グリーン・ウグイス）。
紺屋町のうぐいす温泉前の広場に人工芝を敷き、テーブルやソファ、パラソル等を設置し、
イベント開催や日常使いをしてもらい、利用者の方から意見を聞きました。

▲毎週水曜日午後に来ていた移
動図書館

▲週末のマルシェなど多くの
人で賑わいました

▲夜はライトアップすること
で安心安全に

▲幼稚園の遠足にもご利用
いただきました

▶人吉市まちづくり
情報や社会実験の取
組など、こちらで情
報発信しています


